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１ 概況 

  12月の相談件数は 745件で、前月と比べると 66件（9.72%）の増加となっています。

また前年同月と比べると 174件（30.47%）の増加となっています。   

            

【商品・役務別相談】 

  賃貸アパート退去時の原状回復

費用の負担に関することなどの

「集合住宅」の相談が 96件で、相

談全体の 12.89%を占め、前月と比

べて 27件（39.13%）の増加となっ

ています。    

  次に、商品・役務が特定されない

契約や解約に関することなどの「商

品一般」の相談が 52 件で、相談全

体の 6.98%を占め、前月と比べて 13

件（20.00%）の減少となっています。

注文した覚えのない商品が届いた

などの相談が寄せられています。 

  次に、探偵業務や廃品回収サー

ビス等に関する「役務その他」の相

談が 42 件で、相談全体の 5.64%を

占め、前月と比べて 15件（55.56%）

の増加となっています。 

  次に、美容液や除毛クリームの使用等に関する「化粧品」の相談が 41件で、相談全

体の 5.50%を占め、前月と比べて 3件（6.82%）の減少となっています。 

  次に、「健康食品」の相談が 32件で、相談全体の 4.3%を占め、前月と比べて 8件   

（33.33%）の増加となっています。お試しのつもりで商品を注文したところ、定期購入

が条件になっていたなどの相談が寄せられています。    

     

【相談件数が急増した商品役務】 

 直近１か月間で相談件数が急増した商品役務とその相談概要をご紹介します。 

●スポーツ・健康教室（11月１件→12月６件） 

担当：札幌市市民文化局市民生活部 

消費生活課 調査指導係 

℡：011-728-2111  



 

 ＜相談概要＞（20代 女性） 

  ネットで自宅近くのジムを検索、「パーソナルジムが初めての方は０円で体験できる」

との広告を見て体験を申し込み、体験後にパーソナルジムの契約を交わした。 

週１回ずつ通えば半年で消化できると考え、24 回 327,000 円のコースを選択。支払

いは 27,000円を現金で払い、残りをクレジットカード２回払いで決済した。その後間

もなく体調を崩し、ジムに通うのが困難になってしまった。 

書面にはクーリング・オフや中途解約について記載はあるが、詳細についての記載

がなく、解約・返金の方法を知りたい。 

 

 ＜助言内容等＞ 

  まず、パーソナルジムについては特定商取引法の「特定継続的役務提供」には該当

しないため、クーリング・オフ制度は適用とならないことを説明。 

札幌市消費者センターにて契約書面を確認したところ、事業者がクーリング・オフ

制度に準じた独自の解約規定を設けていると考えられたため、そちらの規定に沿って

解約・返金を申し出るよう相談者に助言した。 

後日、相談者より「カード決済分はキャンセル処理となり、現金支払い分は振込みで

返金になった」との報告があり、相談終了となった。 

 

 

２ 相談件数の推移及び区別内訳 

 


